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林
田

利
隆

10
月
24
日(

木)

、

わ
く
わ
く
町
中
散
策

｢

大
阪
歴
史
博
物
館｣

に
参
加
し
ま
し
た
。

地
下
鉄
谷
町
４
丁
目

駅
を
降
り
て
す
ぐ
目

の
前
に
立
つ
10
階
建

て
の
立
派
な
建
物
で
す
。
当
日
は
爽
や
か
な

秋
晴
れ
。
入
り
口
前
に
は
11
人(

男
性
５
名
、

女
性
６
名)

が
定
刻
の
10
時
に
集
合
し
、
先

ず
ガ
イ
ド
し
て
下
さ
る
佐
藤
さ
ん
よ
り
簡
単

な
説
明
を
お
聞
き
し
て
か
ら
中
に
入
り
ま
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
て
大
阪
市
在
住
の
65
歳

以
上
は
観
覧
料
無
料
と
聞
き
、
ち
ょ
っ
と
得

し
た
気
分
。
入
館
す
る
と
す
ぐ
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
10
階
へ
。
10
階
か
ら
７
階
へ
と
階
を

下
っ
て
行
き
な
が
ら
大
阪
の
歴
史
を
古
代
か

ら
近
代
へ
辿
る
こ
と
が
で
き
る
構
成
で
す
。

10
階
は
も
う
古
代(

飛
鳥･

奈
良
時
代)

で

す
。
広
々
と
し
た

フ
ロ
ア
に
は
難
波

宮
の
大
極
殿
が
再

現
さ
れ
直
径
70
セ

ン
チ
も
あ
る
朱
塗

り
の
円
柱
が
立
ち

並
び
、
宮
廷
の
官

人
た
ち
が
原
寸
大

と
思
わ
れ
る
マ
ネ
キ
ン
で
整
列
し
て
い
ま
す
。

特
に
古
代
の
女
官
の
ま
と
っ
て
い
る
衣
の
美

し
い
こ
と
。
現
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

に
飛
び
入
り
し
て
も
遜
色
な
い
と
思
う
ほ
ど
。

こ
の
時
代
で
す
か
ら
全
て
シ
ル
ク
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。
そ
し
て
、
こ
の
博
物
館
自
体
が
難
波

宮
の
発
掘
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

だ
か
ら
、
要
申
し
込
み
な
が
ら
地
階
で
は
実

物
の
古
代
遺
跡
が
見
学
で
き
る
そ
う
で
す
。

９
階
は
中
世
近
世
フ
ロ
ア
で
す
。
織
田
信

長
と
大
坂
本
願
寺
が
戦
っ
た
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
、
大
阪
の
様
子
が
映
像
と
ミ

ニ
チ
ュ
ア
で
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
堂
島
の

米
市
や
天
満
の
青
物
市
場
で
は
商
人
た
ち
が

生
き
生
き
と
商
い
を
営
み
、
天
下
の
台
所
と

呼
ば
れ
活
力
に
溢
れ
た
町
だ
っ
た
こ
と
が
改

め
て
分
か
り
ま
し
た
。

目
を
引
か
れ
た
の
が
安
治
川
に
架
か
る
安

治
川
橋
の
模
型
で
す
。
さ
す
が
に
原
寸
大
で

再
現
す
る
の
は
不
可
能
で
す
が
７
メ
ー
ト
ル

程
も
あ
る
橋
の
一
部
が
橋
げ
た
か
ら
再
現
さ

れ
て
い
て
、
観
覧
者
は
そ
の
橋
の
下
を
潜
る

よ
う
に
進
む
。
橋
の
上
に
は
当
時
の
町
人
の

人
形
が
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
町
人
た
ち
か

ら
覗
か
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
で
降
り
て
８
階
で
す
。
８
階

は
発
掘
現
場
を
再
現
し
た
フ
ロ
ア
で
あ
り
、

発
掘
の
様
子
を
ビ
デ
オ
で
上
映
し
た
り
、
調

査
方
法
や
遺
物
の
見
方
を
学
ぶ
教
室
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
階
ま
で
降
り
て
き
ま
し
た
。
７
階
は
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
大
阪
で

す
。
心
斎
橋
、
道
頓

堀
な
ど
の
街
角
が
実

物
大
で
雰
囲
気
も
当

時
の
ま
ま
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
繁
華
街

だ
け
で
な
く
、
何
処

に
で
も
あ
る
よ
う
な

横
丁
の
八
百
屋
、
魚
屋
も
再
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
ま
け
に
そ
の
店
に
は
今
夜
の
献
立
材

料
を
買
い
に
来
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ね
ん
ね
こ
で

お
ん
ぶ
し
た
お
母
さ
ん
、
店
員
さ
ん
も
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
い
る
と
今
に
も
、｢

へ

い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い｣

と
威
勢
の
い
い
声
を

掛
け
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

以
上
で
４
つ
の
フ
ロ
ア
に
わ
た
る
見
学
を

ほ
ん
の
一
部
だ
け
切
り
取
っ
て
簡
単
に
ま
と

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
古
代

か
ら
近
代
に
至
る
迄
の
ロ
ン
グ
ス
ケ
ー
ル
の

大
阪
の
歴
史
が
ふ
ん
だ
ん
な
資
料
と
分
か
り

や
す
い
模
型
な
ど
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
自
分
の
子
ど
も
時
代
の
匂
い
が
残
っ

て
い
る
７
階
フ
ロ
ア
が
よ
り
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
時
代

は
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
古
代
の
大
阪
の
ロ

マ
ン
に
惹
か
れ
る
人
、
あ
る
い
は
活
気
に
あ

ふ
れ
た
商
人
の
町
大
阪
に
興
味
の
あ
る
人
、

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
酷
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
い
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。｢

大
阪
歴
史
博
物
館｣

を
訪
ね
て
ち
ょ
っ
と
し
た
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

を
味
わ
っ
て
み
る
の
は
如
何
で
す
か
？

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
案
内
し
て
頂
い

た
佐
藤
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
町
中
散
策

大
阪
歴
史
博
物
館
を
訪
ね
て
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ナ
ル
ク
大
阪｢

い
ち
ょ
う

の
会｣

恒
例
の
秋
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
は
、
10
月
17
日(

木)

10
時
か
ら
、
久
し
振
り
の
快

晴
の
も
と
、
13
名
の
参
加
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
ご
と
く
、
大

阪
城
公
園
の
維
持
・
管
理
が

行
き
届
い
て
い
る
の
で
、
ほ

と
ん
ど
ゴ
ミ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
み
拾
い
は
、
つ
い
で
み
た
い
に
ク
リ
ー
ン
作
戦
も

和
気
あ
い
あ
い
と
参
加
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
る

機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
会
員
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

来
年
の
春
・
秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
元
気
に
お
会
い

で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

追
悼

斎
藤

一
志
元

編
集
長
を
偲
ん
で

豊
島

久
美
子

斎
藤
一
志
様
は
、
９
月
27
日
に
逝
去(

享
年
79
歳)

さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
１
年
後

の
今
年
８
月
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
移
ら
れ
た
と
の
奥
様

か
ら
の
報
に
、
会
報
９
月
号
の
ゲ
ラ
刷
り
を
持
っ
て
お

見
舞
い
に
伺
っ
た
の
が
、
お
話
で
き
た
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
実
は
、
昨
年
11
月
に
治
療
に
専
念
の
為
、
会
報

編
集
を
私
に
託
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
年
の
新
年
会
も

元
気
に
世
話
役
を
な
さ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
よ
う
に

早
い
お
別
れ
が
来
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

斎
藤
様
は
、｢

大
阪
北
拠
点｣

で
２
０
１
６
年
か
ら
３

年
間
、
そ
し
て
、
２
０
２
０
年
７
月
の
南
北
拠
点
統
合

に
よ
る｢

大
阪
拠
点｣

発
足
か
ら
今
年
６
月
ま
で
４
年
間
、

会
報
編
集
を
主
担
当
と
す
る
運
営
委
員
に
就
任
。｢

大
阪

拠
点｣

の
会
報
を
『
い
ち
ょ
う
通
信
』
と
命
名
し
、
新
た

な
会
報
の
基
礎
作
り･

充
実
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

｢

健
康
麻
雀
初
級
教
室｣

の
講
師
や
、｢

新
年
会｣

｢

バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会｣｢

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
祭｣

等
の
世
話
役
に
も
、

生
来
の
研
究
熱
心
と
包
容
力
で
存
分
に
力
を
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
８
年
台
風
で
倒
れ
た
板
塀
を
修
復
す

る
為
、
翌
朝
直
ち
に
会
員
さ
ん
宅
に
、
ご
夫
妻
で
駆
け

つ
け
ら
れ
た
事
は
今
で
も
語
り
草
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
握
り
か
え
さ
ざ
る
手
や
秋
の
朝

富
美
代

斎
藤
一
志
様
、
色
々

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌

○
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ

ご
案
内

～

｢

八
尾
市
内
の
史
跡
を
巡
る｣

～

今
回
は
、
八
尾
市
内
の
名
所
・
史
跡
を
ゆ
っ
く
り

と
巡
り
ま
す
。
八
尾
市
に
は
多
く
の
名
所
が
あ
り
、

次
の
見
学
先
を
順
に
訪
れ
る
予
定
で
す
。

➀

定
光
寺

➁

八
尾
天
満
宮

➂

今
東
光
資
料
館

➃

環
山
楼

➄

旧
植
田
家
住
宅

(

写
真
参
照)

➅

大
聖
勝
軍
寺

各
見
学
地
間
は
徒
歩
10
数
分
の
間
隔
で
、
全
長
は

約
５
km
の
平
坦
な
道
の
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

・
日
時
：
日
時
：
11
月
22
日(

金)

10
時
～
15
時

※
雨
天
時
は
11
月
27
日(

水)

に
順
延

・
集
合
：
近
鉄
大
阪
線

｢

近
鉄
八
尾
駅｣

中
央
改
札
口
に

10
時

・
交
通
：
近
鉄
大
阪
線

｢
上
本
町
駅｣

４
番
線
、

準
急

｢

五
位
堂｣

行
き
に
乗
車

９
時
36
分
発
→｢

鶴
橋
駅｣
９
時
38
分
発

・
費
用
：
旧
植
田
家
住
宅
・
観
覧
料
２
５
０
円

・
持
物
：
弁
当
・
飲
物
・
敷
物
・
雨
具

・
申
込
：
11
月
19
日(

火)

ま
で
に
事
務
所
へ

秋
の
大
阪
城
公
園

ク
リ
ー
ン
作
戦

新年会でカラオケを

セットする斎藤様

ナルリンピックに参加を！

ナルク設立30周年記念･第１回ナル

リンピックに、大阪拠点は｢発表の

場｣の｢作品展示｣に参加し、絵手紙同

好会、水きり絵同好会、パッチワーク教

室の作品を展示します。

｢発表の場｣の｢芸能｣では他

拠点の芸能を鑑賞できます。

ぜひ、ご参集下さい。

第1日目：11月15日(金)
■発表の場 (ドーンセンター）

作品展示 (13時～17時30分)
(会場：５階、視聴覚スタジオ)

芸能 (11時～16時45分)
(会場：７階、ホール)



今
ご
ろ
千
葉
県
八
日
市
場(

よ
う

か
い
ち
ば)

近
く
の
農
村
へ
行
っ
て

み
る
と
、
落
花
生
の
と
り
入
れ
に
忙

し
い
。
俳
句
の
季
題
で
、
秋
に
な
っ

て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

こ
の
「
落
花
生
」
は
ほ
か
に
「
南

京
豆
」
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
と
い
う
二

つ
の
異
名
を
も
っ
て
い
る
が
、
池
田

弥
三
郎
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
三
つ
は
別
も
の
で
、
ピ
ー
ナ
ッ

ツ
は
、
煎
っ
て
あ
っ
て
塩
を
ま
ぶ
し
て
三
角
形
の
セ
ロ
フ
ァ

ン
な
ん
か
に
入
れ
て
あ
る
加
工
品
の
こ
と
、
南
京
豆
と
い

う
の
は
、
殻
を
と
っ
た
だ
け
で
ま
だ
薄
皮
の
つ
い
て
い
る

半
加
工
品
の
こ
と
、
そ
し
て
落
花
生
に
な
る
と
、
ま
だ
堅

い
殻
に
は
い
っ
た
ま
ま
の
も
の
の
こ
と
だ
そ
う
だ
。

こ
う
い
う
例
を
探
せ
ば
、
グ
レ
ー
プ
と
ブ
ド
ウ
な
ど
も

そ
う
だ
ろ
う
。
グ
レ
ー
プ
と
い
え
ば
ジ
ュ
ー
ス
に
な
る
原

料
、
あ
る
い
は
な
っ
た
も
の
を
感
じ
、
ブ
ド
ウ
は
も
い
だ

ま
ま
の
素
朴
な
姿
を
連
想
す
る
。
エ
ス
カ
ル
ゴ
と
い
え
ば

有
名
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
一
つ
と
し
て
聞
こ
え
も
い
い
が
、

デ
ン
デ
ン
ム
シ
と
い
う

と
、
そ
こ
ら
へ
ん
の
板

べ
い
に
ノ
タ
ノ
タ
へ
ば

り
つ
い
て
い
る
あ
ま
り

気
持
ち
の
よ
く
な
い
軟

体
動
物
の
名
だ
。

◇

◇

◇

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ

「
高
血
圧

」

[

健
康
管
理]

～

高
血
圧
は
多
く
の
病
気
の
リ
ス
ク
要
因

食
生
活
を
見
直
し
予
防

～

健
康
診
断
な
ど
で
高
血
圧
の
疑
い
が
あ
っ
て
も
、

自
覚
症
状
が
な
け
れ
ば
放
置
し
が
ち
で
す
。
た
だ
し

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
血
管
の
壁
の
内
側
を

傷
付
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
動
脈
硬
化
を

招
き
、
脳
卒
中･

脳
梗
塞･

狭
心
症

な
ど
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

高
血
圧
の
要
因
は
、
塩
分
の
と

り
過
ぎ･

野
菜
不
足
な
ど
の
食
生
活
の
乱
れ
や
肥
満
、

運
動
不
足
な
ど
。
血
圧
が
高
い
と
わ
か
っ
た
ら
、
ま

ず
食
生
活
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
ビ

ニ
や
加
工
食
品
を
利
用
す
る
と
き
に
塩
分
表
示
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
、
調
味
料
は
料
理
に
直
接
か
け
ず
に
別
の
お

皿
に
と
る
、
お
か
ず
に
野
菜
サ
ラ
ダ
を
加
え
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

[

食
生
活]

～

調
味
料
の
使
い
方
で
減
塩
し

カ
リ
ウ
ム
の
摂
取
で
塩
分
排
出

～

高
血
圧
の
予
防
は
、
減
塩
が
第
一
。
日
常
の
食
事

の
中
で
、
塩
分
の
摂
取
は
調
味
料
か
ら
が
多
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
塩
は
も
ち
ろ
ん
、
し
ょ
う
ゆ･
み

そ･

ド
レ
ッ
シ
ン
グ･

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
に
も

塩
分
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
使
い
過
ぎ
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
塩
分
を
含
ま
な
い
酢
や
香
辛
料
、
天
然

だ
し
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
味
付
け
し
、
薄
味
で
も

食
べ
や
す
く
す
る
の
が
お
す
す
め
。

ま
た
、
腎
臓
機
能
障
害
を
伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

塩
分
の
排
出
を
助
け
る
カ
リ
ウ
ム
を
と
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
多
く
の
野
菜
や
果
物
に
含
ま

れ
て
お
り
、
中
で
も
、
切
り
干
し
大
根･

さ
つ
ま
い

も･

こ
ん
ぶ･

ひ
じ
き･

レ
ー
ズ
ン
な
ど
に
豊
富
で
す
。

[

始
め
よ
う
！
健
康
ア
ッ
プ
習
慣]

～

胃
腸
の
健
康
に
、
ね
ば
ね
ば
食
品

～

納
豆･

オ
ク
ラ･

め
か
ぶ･

な
め
こ･

山
い
も･

モ
ロ

ヘ
イ
ヤ
な
ど
の｢

ね
ば
ね
ば｣

成
分
に
は
、
胃
腸
の
粘

膜
を
保
護
す
る
働
き
や
消
化
吸
収
を
助
け
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。

整
腸
作
用
の
高
い
水
溶
性
食
物
繊
維
を
豊
富
に
含

み
、
疲
れ
た
と
き
や
お
な
か
が
張
っ
て
い
る
と
き
に

お
す
す
め
。

（
「
家
庭
の
健
康
管
理
カ
レ
ン
ダ
ー
」
よ
り

）

こ
と
ば
の
歳
時
記

金
田
一
春
彦

十
一
月

～

落
花
生

～

水きり絵（植原 貞子）

落 花 生

南 京 豆



○

ナ
ル
リ
ン
ピ
ッ
ク(

展
示)

(

※
２
面
参
照)

日
時
：
11
月
15
日(

金)

13
時
～
17
時
半

会
場
：
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー

５
階･

視
聴
覚
ス
タ
ジ
オ

最
寄
駅
：
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線｢

天
満
橋｣

〇

第
８
回

皐
月
会｢

日
本
画
展｣

(

寺
井
正
治
氏
出
品)

日
時
：
11
月
14
日(

木)

～
16
日(

土)

14
・
15
日
12
時
～
18
時
、
16
日
12
時
～
16
時

会
場
：｢

Ga
lle

ry

キ
ャ
ナ
ル
長
堀｣

(

東
心
斎
橋
１-

11-

14)

最
寄
駅
：
大
阪
メ
ト
ロ

御
堂
筋
線｢

心
斎
橋｣

、

堺
筋
線｢

長
堀
橋｣

〇

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
～
八
尾
市
内
の
史
跡
を
巡
る
～

日
時
：
11
月
22
日(

金)

10
時
～
15
時

集
合
：
近
鉄
大
阪
線

｢

近
鉄
八
尾
駅｣

改
札

※
詳
細
は
第
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○

三
日
路
ふ
れ
あ
い
寄
席

日
時
：
12
月
８
日(

日)

13
時
半
～

場
所
：
西
成
区
民
セ
ン
タ
ー
、
２
階

※
会
員
の
松
澤
正
勝
氏
主
催
演
芸
会(

入
場
無
料)

■

健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
11
月
２
日(
土)

11
月
23
日(

土･

祝)

12
月
７
日(
土)
13
時
半
～
16
時
半

■

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
11
月
６
日(

水)

12
時
半
～
14
時
半

作
品
：
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

材
料
費
：
２
３
０
０
円

■

ス
マ
ホ
教
室

日
時
：
11
月
９
日(

土)

13
時
半
～
15
時
半

■

い
き
い
き
体
操
教
室

日
時
：
11
月
20
日(

水)

13
時
半
～
14
時
半

□

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会

日
時
：
11
月
２
日(

土)

11
月
16
日(

土)

12
月
７
日(

土)

13
時
～
17
時

□

水
き
り
絵

同
好
会

日
時
：
11
月
14
日(

木)

11
時
～
15
時

□

絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
11
月
18
日(

月)

11
時
～
15
時

□

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

日
時
：
11
月
26
日(

火)

13
時
～
17
時

場
所
：
ジ
ャ
ン
カ
ラ
上
本
町
駅
前
店

◎ 時間預託提供活動

時 間 ４３時間

提供者 １１人

◎ 奉仕活動

時 間 ４８４時間

提供者 ４３人

◎ 会員数

入 会 １世帯１人

退 会 ３世帯４人

◎ 月末会員数

１９３世帯

２４８人

教
室･

同
好
会

ご
案
内

俳

句

絵手紙（藤井 美智子）

呼

子

行

く

暑

い

朝

市

イ

カ

サ

マ

や

タ

カ

シ

風

鎮

に

ゆ

れ

を

の

こ

し

て

神

の

旅

ふ
う
ち
ん

齋

藤

富
美

代

ど

の

顔

も

残

暑

疲

れ

の

屋

台

酒

須

見

敏

江

秋

の

風

女

性

首

相

の

座

は

遠

く

森

下

和

子

９月度会員動向

催
事

ご
案
内

川

柳

★

運
営
委
員
会

日
時
：11
月
９
日
（
土
）
10
時
～
12
時

場
所
：
拠
点
事
務
所

★

寄
付
金
の
お
礼

会
員
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
。

★

会
報
発
送
作
業

12
月
号
の
発
送
作
業
は
、
12
月
２
日
（
月
）13
時
半
か

ら
拠
点
事
務
所
で
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

★

拠
点
事
務
所
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
対
策
の
為
、
事
務
所

の
執
務
時
間
は
、
平
日
の
11
時
～
15
時
と
し
ま
す
。

T
E
L

／
F
A
X(

０
６)

６
７
１

０-

４
５

２

２

お

知

ら

せ

丸

々

と

太

っ

た

さ

ん

ま

高

級

魚

パ

ナ
コ
ラ
ン

※カラオケ以外の教室･同好会は

全て拠点事務所での開催です。


